
産卵中期からの低蛋白質飼料給与による卵重抑制とコスト低減

［要約］採卵鶏に33週齢からＣＰ15％の低蛋白質飼料を給与することにより、ＣＰ17

％飼料を給与した場合に比べ卵重が小さくなるが、Ｍ・Ｌ規格割合及び鶏卵販売額に

は差がない。また、低蛋白飼料給与により、飼料費が低減されることから、33週齢以

降はＣＰ15％の低蛋白飼料給与が経営的に有利である。
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［背景・ねらい］

近年の卵価の低迷にともない、採卵鶏農家の経営は厳しく、一層のコスト低減が求めら

れている。採卵鶏農家での生産コストに占める飼料費の割合は高く、飼料費を抑制するこ

とで生産コストが低減され、経営の安定が期待できる。そこで、飼料費の安価な低蛋白質

飼料を給与した場合の、生産コストの低減効果について明らかにする。

また、産卵後期では卵重の増加にともないＬＬ規格や規格外の大卵が増加し、卵価の高

いＭ・Ｌ規格が減少する。そこで、産卵後期の卵重増加を抑制し、Ｍ・Ｌ規格割合を増加

。 （ （ ））させるための低蛋白質飼料の給与方法について究明する 要望機関名：畜産課 H8

［成果の内容・特徴］

１．33週齢以降にＣＰ15％の低蛋白質飼料を給与すると飼料費が低減され、鶏卵販売額

から飼料費を差し引いた１羽あたりの差額はＣＰ17％飼料給与に比べ大きく、経済性

に優れる（表１ 。）

２．33週齢以降にＣＰ15％の低蛋白質飼料を給与すると、その後の卵重はＣＰ17％飼料

、 、 。給与に比べ小さくなるが 33～60週齢のＭ・Ｌ規格の割合 鶏卵販売額には差がない

また、産卵率、産卵日量にも差がない（図１、表２ 。）

［成果の活用面・留意点］

１．採卵鶏農家における飼料給与管理の技術資料として活用できる。



［具体的データ］

表１ 21～60週齢までの1羽あたりの鶏卵販売額と飼料費（平成 9～11年）

給与飼料 鶏卵販売額 飼料費 鶏卵販売額と飼料費の差額
円 円 円

33W CP15% 2553 1615 938
CP17% 2561 1651 910

注）1．給与飼料：
33W CP15%：21～32週齢までCP17%飼料を給与、33～60週齢までCP15%飼料を給与

CP17%：21～60週齢までCP17%飼料を給与
2．鶏卵販売額は9～11年の平均規格別卵価から算出した。

SS：101円/kg、S：156円、MS：164円、M：175円、L：177円、LL：167円
3．飼料費は10～12年の 4月単体飼料ふくれん販売価格から算出した

CP17%：49.9円/kg、CP15%：47.6円

図１ 平均卵重の推移（平成 9～11年）

表２ 21～60週齢までの産卵成績と33～60週齢までの鶏卵規格割合（平成 9～11年）

給与飼料 飼料消費量 産卵率 平均卵重 産卵日量 Ｍ・Ｌ規格割合

33W CP15% 120ｇ 87.2％ 60.6ｇ 52.9ｇ 80.8％
CP17% 118 86.4 61.4 53.1 81.8

注）産卵日量：１羽１日あたりの鶏卵生産量

［その他］
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